
（５９）

般若波羅蜜多（prajfiaparamita）の解釈

渡辺章悟

はじめに

筆者は先に「プラジュニャー（prajfia)再考」と題して，ウパニシャッド
（１）

|こおけるprajfiaの意義から，初期仏教への影響を考察した。本稿はそれ

に続いて仏教の般若思想の解明を目指すものである。本来なら，まず初期

仏教の「般若｣が検討されるべきであろうが，それについては，すでに西義
（２）

雄，佐々木現11頂などの研究があるので，筆者は「般若」をタイトルにした

｢般若波羅蜜多経」を中心に，初期大乗仏教に資料を限定し，その思想的意

味をより鮮明にしたいと思う。

特に本稿ではparamitaについて為された，インド文献に特有の語源分

析を中心に，経典自身の記述に即した般若波羅蜜多(prajna-paramita)の解

釈を明らかにしてみたい。

【1】パーラミター（paramita）の解釈

般若波羅蜜［多］とはprajria-paramitaの音訳であるが，般若(prajfia）

に「完成」の意味の波羅蜜多（paramita）を加え，tatpuruSa合成語(依主
釈)で｢智慧の完成」という意味となる。なお，玄美はそれ以前の「波羅蜜」

｢婆羅蜜」に対して「波羅蜜多」と原音に添った音訳を行っているので，以

下でもこれに従うこととする。

波羅蜜多（paramita）はサンスクリット文法では「最高の，最上の」を意

味する形容詞パラマ（parama)が，女性形パーラミー（paramI）となり，こ

れに抽象名詞をつくる接尾辞ター（-ta）を添加したもので，「完成，成就，

最高」という意味とされる（パーリ語ではパーラミーparamlとパーラミ

paramiはあらゆる場合にシノニムである)。
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（６０）

すでに前稿で述べたように，般若(prajfia）はウパニシャッドにも見られ

る智慧の概念であって，仏教独自のものではない。これに対し，般若波羅

蜜多(prajnaparamita）は仏教に特有の概念である。おそらく仏教徒は従来

の宗教でも重視される智慧としての般若(prajfia）に，完成，最高という波

羅蜜多（paramita）をつけ加えることによって自己の思想的な独自性を表

現したのであろう。

一方，このparamitaを「到彼岸」と漢訳することがある。その場合に

は「悟り，彼岸」の意味のｐａｒａの業格に，「行く」という動詞Ｖｉに，さ

らに接尾辞(-ta）によって合成された語句で，「彼岸に到ること」（para、＋

i＋値）と解釈したものである。これは菩薩行という教理に裏付けられた通

俗語源解釈であり，文法的には必ずしも妥当ではないが，漢訳の「度」や

｢到彼岸」ばかりでなく，チベット語やモンゴル語訳も同じ解釈をとってい

るのである。

例えばチベット語訳のパロルトゥ・チンパ(pharoltuphyinpa）は，パ

ロルトゥ（pharoItu）がパーラム（para、)，チンパ（phyinpa）がイター

(ita）に相当するし，モンゴル語訳のcinadukijaγar-akUrUgsen（gone

beyond）も，チナドゥ・キジャガル・ア（cinadukija7ar-a）がパーラム

(para､)，クルグセン（kUrUgsen）がイター（ita）であるから，同じ意味で

あることがわかる。このように，「彼岸に到ること」（para、＋i＋ta）という

般若波羅蜜多の理解は，仏教圏に広く行なわれていた有力な解釈であるこ

とがわかる。

【2】注釈書による伝統的解釈

この解釈はすでにインド人による般若経の注釈にたどれる。たとえば
（３）

『大品般若』の注釈で育圓樹作と伝えられる『大智度論』では，「悉く諸法の実

相を遍知する智慧を般若波羅蜜と名づく」といいながら，「智慧の大海の彼

岸に到り，一切智慧の辺に到りて，その極を窮尽するを以てのゆえに，到
（４）

彼岸と名づく｣，あるいは「菩薩は智慧を行じ，彼岸|こ度らんことを求むる

が故に，波羅蜜多と名づけ，仏は己に彼岸に度りたもうが故に，一切種智
（５）

と名づく」といっている。このように，菩薩力fブッダの悟り（彼岸）を希求

するという意味で，その智慧を「彼岸に度る」(波羅蜜多）と語源解釈してい
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（６１）

るのである。

また，八世紀の中観派の論師ハリバドラは『八千頌般若』の注釈である
（６）

『現観荘厳論釈光明』のなｶｺで，詳細な文法的解釈を導入して注釈している

が，そこで明らかなのは波羅蜜多を，“卓越した究極の「彼岸に」「行く」

parameti（＜Ｖｉ)”と分解し，実質的にパーラム（para、）＋イター（it且）

という解釈を支持していることである。
（７）

同じく中観派のチャンドラキールティもその主著『人中論』で，「para

というのは輪廻の海に向かう側とか彼岸である。即ち一切の煩悩陣と所知

障とを断ずることを自性とする仏位(buddhata:sangsrgyasnyid）である。

paramitaとは彼岸に到ることである。“合成語の後部がある場合には〔そ

の前を〕省略してはならない”という〔パーニニの〕この規定は，業格を省略

しないから，〔para-ita＞paretaとならずにparamitaと云う〕形になる。或い
【８１

はプリショーダラ（prsodara)等であるからム（､）を語尾とする形になる」

と述べて，何とか会通させようとしている。

干潟龍祥はこの伝統説に従いながらも，「彼岸に到達した」というパーラ

ミタ（param-ita）に接尾辞ター（.ta）を添加し，パーラミタター（param､ita・

ta）という語を想定し，さらにcontraction(省略化）によって夕（ta）が脱

落してパーラミター（paramita）という語が出来たとする修正案を提唱し
’9）

ている（param・ita＋ta＞paramita)。これも教理的解釈の一つ|こ入るだろう。

しかし，このようなパーラミターの解釈が文法的に不可能であること
ｍ

は，現代の諸学者によって十旨摘されているが，それでもパーラミターが悟

りを得るための実践であるという信念から，長い間，意識的に，あるいは

無意識的に「彼岸(菩提）に到達すること（もの)」という解釈を捨てること

はなかったのであろう。

また，実際にはこの言葉が果たして古典サンスクリットに則ったものか

どうかも未解明なのである。たとえば,パーリ仏教やMahavastu(『大事｣）

等の古い梵語仏典にはパーラミー（paraml）とあって，「最上，究極」の意

味であるｐａｒａｍａに所有を表わす語尾一ｉｎからなる合成語とされる。こ

のパーラミー（parami）に抽象名詞を造る接尾辞一tａを付加して形成され
Ⅲ

た語がparamitaであるとする解釈もある力i，これも確定的ではない。
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【3】智慧の完成（prajnaparamita）の四つの解釈

次に従来あまり注目されることのなかった箇所ではあるが，「完成

(paramita波羅蜜多)」の語源分析に基づいて，「智慧の完成」（prajna-

paramita）の定義を行なう箇所が拡大般若経に共通して見られるので，以

下にこれを検討してみたい。用いた資料は大品(AD-PV)系類書に属する

サンスクリット２本，チベット語訳３本，漢訳４本である。
⑫

なお，大品（AD-PV）系類書の表現の違いを明らかlこするため，それぞ

れのテクストを並列して引用してある。もちろん本文は一連の文章である

が，便宜的に五つに分けて掲載した。

く略号及び引用箇所＞

ＰＶ：ThePancavim6atisahasrikaPrajfiaparamita（二万五千頌般若）Ｖ，

Sankibo：Tokyo，１９９２，ｅｄｂｙＴ、Ｋｉｍｕｒａ，ｐ、１２７，〃、ｌ２－２４

ＰＫＧ：Ｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｓｔｏｎｇｐｈｒａｇｎｙｉｓｈｕｌｎｇａ

ｐａ（二万五千頌般若),Ｐｅｋｉｎｇｅｄ,ｖｏＬ１９,No.７３１，Dil9b2-20al．（経

部）

ＰＴＧ：Ｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｓｔｏｎｇｐｈｒａｇｎｙｉｓｈｕｌｎｇａ

ｐａ（二万五千頌般若)，Pekinged.,ｖｏＬ８９，No.5188,Ca277b8-272a

６．（論部）

ＡＤ:TheGilgitManuscriptoftheAstada6asahasrikaprajiia‐

paramita（一万八千頌般若)，Ｃｈａｐｔｅｒ５５ｔｏ７０Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｍｇｔｏｔｈｅ

５thAbhisamaya，ｅｄ・ｂｙＥＣｏｎｚｅ，Chap、６３，ｐ、１５１．

ＡＤＴ：，Ｐｈａｇｓｐａｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｋｈｒｉｂｒｇｙａｄ

ｓｔｏｎｇｐａｚｈｅｓｂｙａｂａｔｈｅｇｐａｃｈｅｎｐｄｉｍｄｏ（Arya-astada6a‐

sahasrikaprajfiEiparamitdnamamahayanasUtra聖一万八千頌般若経)，

Ｐｅｋｉｎｇｅｄ.，ＶＯＬ２０，Ｎ０．７３２，Ｐｈｉｌ３ａ４－１３ｂ２・

大品：「摩訶般若波羅蜜経』２７巻，９０品鳩摩羅什(Kumarajlva)訳，Ｔ８，

Ｎｏ．223,376a、

放光：『放光般若』２０巻，９０品無叉羅(Mok5ala)訳，Ｔ8,No.221,114b、

二会：『大般若波羅蜜多経」＜第二会＞７８巻(401-478巻)，８５品，玄藥訳，
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（６３）

Ｔ７，Ｎｏ．220,338ｂ

三会：『大般若波羅蜜多経』＜第三会＞59巻(479.537巻)，３１品，玄葵訳，
Ｔ７，Ｎｏ．220,696a．

以下のように，最初に長老スブーティが世尊に対して“般若波羅蜜多と

は何か”という質問をして，それに世尊が答える対話形式で展開する。

「これに対して，長老スブーティは以下のように世尊に申し上げた。

“般若波羅蜜多，般若波羅蜜多と言われるが，どのような理由で般若波

羅蜜多と言われるのでしょうか｡U

evamukteayusmEmsubhUtirbhagavantametadavocat：

prajriaparamitaprajriaparamitetybhagavannucyate，kena‐
UD

arthenaprajriaparamitetyucyate？

この問いに対して，次のような四つの根拠が示されるのである。

①「最高の完成を実現した」（parama-pammita-prapta）

②「彼岸に到った」（parangata）

③「認知されない」（nopaIabdha）

④「包摂している」（antargata）

これらのうちの最初の二つはparamitaの語源分析を通して行なわれて

いて，先に掲げた従来の二つの解釈(｢完成」と「到彼岸｣）に対する経典中の

根拠になるべきものである。後の二つは般若波羅蜜多の内容の特性に基づ

いた解釈である。これらを順次検討することにする。

【3-1】第一の解釈くparama-paramita-prapta〉

PVbhagavanaha:parama-paramitaisasubhUtesarvadharman(sic)‐

２hｍ空麺型arthenaprajnaparamitetyucyate．
￣

一一一-－一一一一一一一一－－＿

ＰＫＧｂｃｏｍｌｄａｎ'ｄａｓｋｙｉｓｂｋａ，stsalpa，ｒａｂ，ｂｙｏｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａ

ｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ,dinichosthamscadkyipharoltuphyｉｎｐａ，ｉ

ｄａｍｐａｔｈｏｂｐａｙｉｎｔｅ,｣delipMrshesrabkyipharoltuphyin
ヘーーヘーーヘーーヘーヘ声－へ－－

ｐａｚｈｅｓｂｙａｂ．
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（６４）

ＰＴＧｂｃｏｍｌｄａｎ'daskyisbka'stsalpa,ｒａｂ，ｂｙｏｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａ

ｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ,dinichosthamscadkyi-pharoltuphyinpa,ｉ

ｄａｍｐａｔｈｏｂｐａｙｉｎｔｅ,ｄｅ'ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎ
へ－－～戸一多￣丙－門一～Ｐ、￣卍多～

ｐａｚｈｅｓｂｙａｂ．

subhUteprajria‐

prajfiaparamitety

ADbhagavanaha：parama-parami-praptais4＊

tenarthena
ヘヘームーーーへ‐角￣令－－ハニヘゴ～

面一＊

sarvadharrnanam，
●●paramita

ucyate．

ＡＤＴｂｋａ'ｓｔｓａｌｐａｒａｂ，ｂｙｏｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，ｄｉ

ｎｉ，ｃｈｏｓｔｈａｍｓｃａｄｋｙｉｐｈａｒｏｌｄａｍｐａｓｔｅ,。e'ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂ
へ＝令ヅーヘー、〆､グーか一舌ご亀￣亮一

ｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａ，･

大品仏言｡得第一義(宮:－),度一切法,到彼岸｡以是義故名般若波羅蜜。

放光仏言。得度第一諸法之度。最第一度三乗之道。

仏告善現，甚深般若波羅蜜多，到一切法究寛彼岸，故名般若波羅蜜

多。

二会

三会仏告善現，由此般若波羅蜜多，到一切法究寛彼岸，依此義故名為般

若波羅蜜多。

ＰＶによれば「世尊は仰せられた。スブーティよ，これ〔＝般若波羅蜜多〕

は，あらゆるものの最高の完全性であって，対象に向かわないという意味一一一一一二一一一一一一一一一一一一＝こ＝こ￣

によって般若波羅蜜多といわれるのである」という意味であるが，これは

般若波羅蜜多のはたらきを逆説的に表現したものであって，他の類本と較
川

くるとｶｺなりユニークな表現といえる。
０９０９

ただしこれと相似した表現Iま，「八千頌般若』，『二万五千頌般若』にもあ

る。それによれば「すべてのものが去らないことによって，無去の完成で

ある」（agamana-paramiteyam……sarvadharmagamanatamupadaya）とい

い，prajfia-paramitaの異名としてagamana-paramitaをあげるもので
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ある。ＰＶの第一の解釈がこれらと同じ意義を持つものであるとするなら，

上述の訳も必ずしも無理なものではない。

次にｐＶの下線部をＡＤと比較すると，ＡＤはparama-parami‐

praptaisaとなっているが，それに対応するＰＶには［prapta］がすっぽり

抜け落ちている。逆に後半の波線部では,ＡＤはＰＶの｢対象に向かわない

という意味によって」（且gggn9型zth聾）にある［agamana］を欠き，

tenarthenaとなっていて，結果として全く異なった文脈になっている。

ＡＤのサンスクリットを翻訳すると，「世尊は仰せられた。スプーティ

よ'この般若波羅蜜多は，あらゆるものの最高の完全性に到っている。そ

の意味で般若波羅蜜多といわれるのである」となる。これはサンスクリッ

トの表現としても，他の伝承との関連からも妥当なものであって，第一の

解釈の基本とすべきと考える。そのチベット語訳(ADT)では「これはあら

血るものの最高の完成Lpharoldampa)であって，そのために般若波羅蜜

多と云われるのである」といい，ＡＤからpraptaを欠いたさらに簡潔な
形となっている。

漢訳の中，「大品』は「第一義を得て，一切法をこえて，彼岸に到らせる。

この意味で般若波羅蜜と名づけるのである」とする。これは，①得第一義，
⑪

②度一切法,③至り彼岸という三段による解釈とみられるが，『大智度論』に

引用される『大品』では「得第一義，度一切法，到彼岸」ではなく，「得第

＝度一切法到彼岸｣云々となっている。また，「大正蔵經」の脚註にある宮

内省図書寮本（旧宋本）のように「義」の字を欠く伝承もある。加えて，そ
００

れに対する『大智度論」の注釈箇所で|ま何度も「菩薩は上智をもって度す

るが故にく第一度＞と名づく」などと注解していることから，ここは「第

一度を得て，一切法の彼岸に到る」と読むべきであろう。

『放光』の「第一の諸法の度を得度す」は，この二つの句が一つに表現さ

れているものであろう。『大般若波羅蜜多経』「第二会」と「第三会」も「一

切法の究寛の彼岸に到る」とすることから，『放光』と同趣旨であり，ＡＤ

ともよく一致する。

ところで，ＡＤのparama-parami-prapta「〔あらゆるものの〕最高の完全
０９

性に至った」という用法は，Ｆ・エジャトンによれば,paramI-prapta，ある

いはparamita-prElptaとも書写され，多くの大乗経典に頻出する。

例えば，『ラリタヴィスタラ』（ｐ425,1.22）や『法華経』〔の韻文部分〕に
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は，何箇所かにparama-paramita-prapta「最高の完成の状態に達してい
③

る」の用法ｶｺﾞある。『法華経』の例をとれば以下のようになる。

①sarvacetova6ita-paramaparamitaprapta-(ｐ1,J､８)（〔1200人の比丘衆

は…〕あらゆる心の動きを制御して，最高の完成の状態を完成している)：「心

得自在」（心自在を得る）

②mahopayakauSalya･jrianadar6ana-paramaparamitaprapta-(ｐ29,ｌ、

１０)：（〔如来は〕偉大で巧妙な手段を用いる智慧を示すことでは，最高に熟達し

ている｡)：「〔如来〕方便，知見波羅蜜，皆已具足｡」（〔如来は〕方便と知見

波羅蜜とを皆，巳に具足したればなり｡）

③mahopayakau6alya-jfiana-paramaparamitaprapta-(ｐ77,【､８）（〔如

来は〕素晴らしく智慧を働かせて，巧妙な手段を用いることでは奥義を極めて

いる)：「具足方便，智慧波羅蜜｡」（方便・智慧波羅蜜を具足し）

④sarvadharma-vini6caya-kau6alya-jriana-paramaparamitaprapta‐

（p､121,Ｌ９）（〔如来は…〕あらゆる教えを巧みに識別する智慧が最高の完成の

状態に達している)：「於諸法，究尽明了｡」（諸法を究尽して明了にし）

これらの中で,①以外は｢如来の功徳｣の説明に関するものである。これ

はこの表現が如来という理想の存在の完全性を示すものであることを明ら

かにしている。実現されるべき最高存在の特性が，この表現によって規定

されるのである。

これら四つの用例にはすべてparama-parami-prapta，あるいは
Cll

-parama-paramI-prapta‐という異読を伝える写本がある。このことから，

これらの表現には伝承の相違といった揺れがあり，確定的な表現形式を設

定することは不可能であることも付加しておく。

ただし，これを「迷いの此岸から悟りの彼岸に到達した状態となった」

と解釈するのは，しばしば行なわれるものではあるが，意訳し過ぎであり，

以後に述べる第二の解釈と混同したものと云わざるを得ない。このことに

ついては，後に詳しく述べるつもりである。

ここで注目したいのは①sarvacetova6ita-paramaparamitaprapta‐で

ある。②から④までは仏陀の特性として文中に登場する用例であったのに

対し，①は後述するように多くの大乗経典の冒頭で説法の会座の状況を説

明するために，定型句として記される伝統的表現だからである。

通常の大乗経典では仏陀の説法に対する対告衆として比丘が登場する
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が，その比丘の特質(SravakaguPa）は，常に定まった形式の説明で結ばれ

る。その定型的語句の最後こそが「心を制御するあらゆる“最高の完成に

至１１達していたUsarva-ceto-vaSi-"parama-paramita-prapta”なのである。

この定型的フレーズを含む主な大乗経典として，『般若経』,『大無量寿経』，
回

『法華経』，『維摩経』などがあげられることは,すでに指摘されている。

例えば,「般若経｣では『八千頌般若｣,「一万頌般若｣,『二万五千頌般若｣，

『十万頌般若』に見られる。以下にその文脈を見るために，般若経に記され
⑰

る「比丘衆の特質」についての定型句を，煩を厭わず全文弓|用しておく。

a）比丘衆の特質（sriivaka-gupa）についての定型句Ｉ

〔これらの比丘は〕すべて阿羅漢であり，機れを断ち，煩悩がなく，自己

に克ち，心はまったく解放され，智慧も自由にはたらき，高貴の家の生

まれであり，偉大なる象のようであった。為すべきことを為し，為さね

ばならぬことを為しおえて，重荷をおろし，自己の目的を達成し，生存

の束縛を断ち切り，正しい了知によって心はまったく解放され，心を制

御する，あらゆる最高の完成に到達していた。

［bhiksu-sataih］sarvairarhadbhihksina-asravair、ihkle6air

vaSIbhUtaihsuvimukta-cittaihsuvimukta-prajriairajaneyair

maha-nagaibkrta-krtyaihkrta-karapiyairapahrta-bharair

anuprapta-svakarthaibparikSipa-bhava-samyojanaihsamyag-ajnEi‐

suvimukta-cittaihsarva-ceto-va6i-parama-parami-praptaih

このように，この冒頭の定型句において，対告衆の比丘の特質(Sravaka‐

gupa）を述べる最後に，saWa-ceto-va6i-parama-parami(tEh)-prEipta(心を

制御するあらゆる最高の完成に到達していた）と結ばれるのである。

これについての般若経の注釈者の解釈を見てみよう。そのうち，最後の
即

特質の箇所（下線部分）について，ハリパドラIよ『現観荘厳論光明』で，

「常に心に｣，九次第定の特徴を持ち，自分の意志で「制御している｣。

またそれらは汝にとって「最高の完成である」とは，自からの能力が

卓越した究極の状態に「達しているのである｣。

sarvatracetasinavanupUrva-vihara-samapatti-laksanesvatan‐
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tryadvaiSinal〕，tecateparama-paramimsva-gotra-prakarSa-
paryanta-gatimpraptas

と言い換え，さらに

特別な神通等の性質に自在である，自己の能力の向上に向かっている

から「心を制御する，あらゆる最高の完成｣であると，そのように結び

つくのである。

vaiSesikabhijriEIdi-gupa-va6itva-sva-gotrotkarSa-gamanatsarva‐

ceto-vaSi-parama-paramitaititathaivasambandhah

と注釈している。この解釈は「最高の完成した状態」というparama‐

pElrami(ta）の解釈を明確にするものである。

b）比丘衆の特質（sriWaka-guna）についての定型句Ⅱ

ところでもともとこの定型句の原型は『律蔵』などの原始仏教経典に，

繰り返し説かれていたものであるが，それはa）に引用したものより簡潔

で，微妙ではあるが重大な相違がある。以下にそれを例示してみたい。

〔彼は〕阿羅漢で，機れを断ち，修行を完成し，為すべきことを為し，

重荷をおろし，自己の目的を達成し，生存の束縛を断ち切り，正しい

了知によって解脱していた．

[yopisobhikkhavebhikkhu］arahamkhmasavovusitava

katakaramyoohitabharoanuppattasadatthoparikkhhma-

bhava-salJlyojanosamma-d-arifiavimutto圏

両者を比較すると，大乗経典の方がかなり詳細になっていて，次の要素

が加わっていることが解る。

「煩悩がなく，自己に克ち，心はまったく解放され，智慧も自由にはた

らき，高貴の家の生まれであり，偉大なる象のようであった。…為さ

ねばならぬことを為しおえて，…心を制御する，あらゆる最高の完成

に到達していた｡」

このように，最後の問題の部分“sawa-ceto-va6i-parama-parami‐

prElptair，，（あらゆる心を制御して,最高の完成に到達していた）は，初期仏典に

はもともとなかったもの，つまり，大乗の加筆と見倣すべきものなのであ
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る。また同じ系統の大乗経典にしても，古い形態には含まれていないとい
⑱

う傾向もｷ旨摘できる。そうであるなら，定型句に敢えて加筆した目的は何

であるかが次の問題となるだろう。

すでに述べたように，この最後の章句の後半部分（parama-paramL

prapta）は波羅蜜（paramita）の定義に用いられた語と完全に一致する。大

乗経典，特に般若経においては，すべての修行者は般若波羅蜜多を実践す

べきと説くのであるから，この加筆が波羅蜜行を念頭に置いて経の冒頭に

付加したと考えることは,少しも不自然ではない。むしろ,積極的に，この

加筆は智慧の完成を主張する大乗仏教側からの自己主張であったと解する
伽

こともできよう。このことｶｺら筆者'よ波羅蜜多の語源でもある「最高の完

成に到達していた」という解釈を，般若波羅蜜多の意義の第一として高く

位置づけるのである。

【3-2】第二の解釈〈paralhgata〉

第二の根拠は「向こう岸に到った」(parangata）という伝統的な通俗語源

解釈に基づくもので，以下に和訳と共に併記しておく。

PVapitukhalupunahsubhUteetayaprajhaparamitayasarva‐

sravaka-pratyekabuddhabodhisattva6camahEisattvastatha‐

gataarhantabsamyaksambuddhabpararigatastenarthena
prajfiaparamitetyucyate．

（さらにまた，スブーティよ’この般若波羅蜜多によってすべての声聞，独覚，

菩薩，摩訶薩，如来，阿羅漢，正等正覚者たちが，向こう岸に到った。そのた

めに般若波羅蜜多といわれるのである｡）

ＰＫＱｒａｂ，byorgzhanyangshesrabkyipharoltｕｐｈｙｉｎｐａ，dis，

nyanthosdangrangsangsrgyasdang,ｂｙａｎｇｃｈｕｂｓｅｍｓｄｐａ，

ｓｅｍｓｄｐａ，ｃｈｅｎｐｏｄａｎｇ，debzhingshegspadgrabcompa

yangdagparrdzogspa，isangsrgyasthamscadchosthams

Ｃａｄｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｒｇｙｕｒ,ｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｒ，gｙｕｒ

pas，ｄｅ,ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａ'ｏ
－
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（さらにまた，スプーティよ’この般若波羅蜜多によってすべての声聞，独覚，

菩薩・摩訶薩，如来，阿羅漢，正等正覚者たちが，あらゆるものの完成に到っ

た。完成に到るであろう。そのために般若波羅蜜多といわれるのである｡）

ＰＴＧｒａｂ，ｂｙｏｒｇｚｈａｎｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，dis

nyanthosdangrangsangsrgyasdａｎｇｂｙａｎｇｃｈｕｂｓｅｍｓｄｐａ，

ｓｅｍｓｄｐａ,ｃｈｅｎｐｏｄａｎｇｄｅｂｚｈｉｎｇｓｈｅｇｓｐａｄｇｒａｂｃｏｍｐａ

ｙａｎｇｄａｇｐａｒｒｄｚｏｇｓｐａ，ｉｓａｎｇｓｒｇｙａｓｔｈａｍｓｃａｄＣｈｏｓｔｈａｍｓ

ｃａｄｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｒｇｙｕｒ,ｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｌｐｈａｒｏｌｔｕ

phyinpar,gyurbas，。e'iphyir，ｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎ

ｐａｚｈｅｓｂｙａｂ．

(さらにまた，スプーティよ’この般若波羅蜜多によってすべての声聞，独覚，

菩薩・摩訶薩，如来，阿羅漢，正等正覚者たちが，あらゆるものの完成に調い

た。完成に到る。完成に到るであろう。そのために般若波羅蜜多といわれるの

である｡）

ADapitukhalupunahsubhUteanay2i＊prajnaparamitayasarva-

６ravaka-pratyekabuddhEibodhisattva6camahasattva、tatha‐

gatEi6＊Ｃａ*-arhantahsamyaksambuddha＊paramgata＊gacchanti．●

gamiSyanti2,tenarthenaprajiiaparamitetyucyate
(さらにまた，スプーティよ，その般若波羅蜜多によってすべての声聞，独覚，

菩薩，摩訶薩，如来，阿羅漢，正等正覚者たちが，向こう岸に到っており，到

り，到るであろう。そのために般若波羅蜜多といわれるのである｡）

ＡＤＴｒａｂ,ｂｙｏｒｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，disnyan

thosdang,rangsangsrgyasthamscabdang,ｂｙａｎｇｃｈｕｂｓｅｍｓ

ｄｐａ，ｓｅｍｓｄｐａ,ｃｈｅｎｐｏｄａｎｇｄｅｂｚｈｉｎｇｓｈｅｇｓｐａｄｇｒａｂｃｏｍｐａ

ｙａｎｇｄａｇｐａｒｒｄｚｏｇｓｐａ，ｉｓａｎｇｓｒｇｙａｓｔｈａｍｓｃａｄＣｈｏｓｔｈａｍｓ

ｃａｄｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｓｏｎｐａｓｎａ，ｄｅ，ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌ

ｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａ,。．

(また，スプーティよ’その般若波羅蜜多によって声聞と，すべての独覚と，菩

薩と摩訶薩と，すべての如来，阿羅漢，正等正覚者たちが，あらゆるものの完

成に到っているならば，そのために般若波羅蜜多といわれるのである｡）
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大品復次須菩提，諸仏菩薩辞支仏阿羅漢。用是般若波羅蜜得度彼岸。以

是義故名般若波羅蜜。

放光諸如来無所著等正覚乗。皆乗般若波羅蜜得到彼岸。是故言般若波羅
一

蜜。

二会 復次善現，由深般若波羅蜜多声聞独覚菩薩如来能到彼岸，故名般若

波羅蜜多。

三会 復次善現，由此般若波羅蜜多，声聞独覚菩薩如来能到彼岸，依此義

故名為般若波羅蜜多。

ＰＶのparangataはサンスクリット語辞典には見られないが，ｐａｒａと

gataとのAccusativeTatpuruSacompoundであるparamgataの音

韻変化であり，（存在の極みである）「向こう岸に到った」という形容詞と解
⑫

釈すべきである。

ＡＤではpEiramgatagacchantigami5yanti（｢彼岸に到った，到る，到

るであろう｣）として，その働きが過去・現在・未来にわたっていることが

教示されている。これはＰＴＧとのみ共通で，その他の類本にはみられない

特色であり，般若波羅蜜多の働きを強調するために増広された箇所と見倣

される。さらに注目すべきことに，その最初にparamgataとあるよう

に，ｐａｒａはAccusativeを採っていて，先の推定を補強する。

確かにこの二語はコンパウンドにはなっていないが，それはこのギルギ

ット写本をローマ字によって刊行したコンゼの文脈上の解釈である。おそ

らくは，ＡＤＴ（ｐｈａｒｏｌｔｕｓｏｎｐａ）にあるように，もともとparamgata‐

であったものが,現存のＰＶのように，あるものはparahgataとなり，他

方はＡＤのようなparamgatagacchantigamisyantiと増広され，異な
った二つの伝承が生じたのであろう。

次にこの定義にはもう一つの重要な意義がある。つまり，この般若波羅

蜜多によってすべての声聞等が悟りに「到った（parangata)」という語を

paramgataの合成語と解すると，［1］で行なった波羅蜜多の語源解釈が

ここでも適応できるのである。
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既に述べたように，paramitaにはpara、（向こう岸に）＋ｉ（｢到達した」

を意味するＶｉの過去分詞-itａのｔａを省略）十t３（状態）とする解釈が伝統的

にあった。これに加えて，この語の中にある「行く」を意味する動詞Ｖｉは

Ｖｇａｍと，その過去分詞-itａは-gataに意味上対応する。したがって，

ここでparamgataと言い換えられるparamitaの定義も，実は‐itａと
四

一gataの同義性をfII用したetymologyによる解釈なのである。この場合

にのみ「迷いの此岸から悟りの彼岸に到達した状態」という理解が妥当と

なる。

【3-3】第三の解釈くnopalabdha〉

PVapitukhalupunahsubhUteparamarthenayo,rthah

sarvadharmanamabhinnah，saihaprajriaparamitayamtais●

tathagatairarhadbhihsamyaksambuddhaih，sarvadharmesu
● ．__…...._..………..…_…－－.ﾛｰ…－．－２．．．

paronopalabdhastenarthenocyateprajriapElramitaitimarga‐

sammoha-vikalpah

(さらにまた,実にスブーティよ・最高の意味としておよそあらゆるものの実在

性が不可分であるなら，実に般若波羅蜜多において，かれら如来・阿羅漢・正

等正覚者たちは，あらゆるものに対する限界ｐａｒａを認知しない。その意味で

般若波羅蜜多といわれるのである。「以上が道についての無知の樹想である｣）

ＰＫＧｒａｂ，ｂｙｏｒｇｚｈａｎｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ,dis，

ｃｈｏｓｔｈａｍｓｃａｄｋｙｉｍｃｈｏｇｇｉｔｓｈｕｌｐｈｙｅｄｄｅ，ｃｈｏｓｄｅｄａｇｋｕｎ

ｌａｙａｎｇ,ｋｈｏｒｂａｍｉｄｍｉｇｓｐａｓｄｅ'iphyir,sheｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌ

ｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａ'o、

(さらにまた，スプーティよ・この般若波羅蜜多によって，あらゆるものの最高

の方法を明らかにして，それらのものが，あらゆるところにおいて，再び輪廻

することは認められない。その故に般若波羅蜜多といわれるのである｡）

ＰＴＧｒａｂ，ｂｙｏｒｇｚｈａｎｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，ｄｉｓ

ｃｈｏｓｔｈａｍｓｃａｄｋｙｉｍｃｈｏｇｇｉｔｓｈｕｌｐｈｙｅｄｄａｃｈｏｓｄｅｄａｇ

ｋｕｎｌａｙａｎｇ，ｋｈｏｒｂａｍａｄｍｉｇｓｐａｓｄｅ，ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉ
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ｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａｂａｎｉｌａｍｌａｋｕｎｔｕｒｍｏｎｇｓｐａ'ｉ

ｍａｍｐａｒｒｔｏｇｐａｙｉｎｎｏ．

(さらにまた，スプーティよ・この般若波羅蜜多によって，あらゆるものの最高

の方法を明らかにして，それらのものが，あらゆるところにおいて，再び輪廻

することは認められない。その故に般若波羅蜜多
のご￣￣￣●●の●●■■■■■■●■■●■■■■●■■■●●￣●￣■■■｡■●●●の￣●

ついての無知の構想である｡）

〔といわれる〕。以上が，道に

ＡＤａｐｉｔｕｋｈａｌｕｐｕｎａｈｓｕｂｈＵｔｅｐａｒａｍａrthenayo,rthah
● ●

sarvadharmapamabhinnaI9Isa.＊ihaprajfiaparamitayah、ｔａｉＳ●_

Ｃａ＊tathagatairarhadbhihsamyaksambuddhaihsawadharmesu
．．．．●．．．。．．．．－．．．．．．．－．－．．０１．．．

paronopalabdhas，tenarthenaprajriaparaInitetyucyate．

(さらにまた，実にスプーティよ・最高の意味として，あらゆるものの実在性は

不可分であるなら，かれら如来・阿羅漢・正等正覚者たちは，般若波羅蜜多を

通して，あらゆるものに対する限界ｐａｒａを認知しない。その意味で般若波羅
｡■●●●●●■■■■ＣＣＣ｡｡●●●●●●■●●●●Ｃ●●①●●●Ｃ●●●●●●●●●－－■●●●●白■●●■●ロ⑰●－●■●■■□ご□■■■●－■●■－■■■●■■●

蜜多といわれるのである｡）

ＡＤＴｒａｂ,byoryangglgnLLk2gLp厚Uこchosthamscaddbyermedpa,ｉ

ｄｏｎｇａｎｇｙｉｎｐａｄｅｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ,dｉｓｄｅ

bｚｈｉｎｇｓｈｅｇｓｐａｒｎａｍｓｋｙｉｓ mngonparrdzogsparsangsrgyas

te，。e,ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｚhesbya,o・

(また，スブーティよ’最高の意味としては，あらゆるものは区別できないもの

である。それを諸仏はこの般若波羅蜜多によって現等正覚する。その故に般若

波羅蜜多と云われるのである｡）

放光又復超越諸法之塵不得堅要。是故復言般若波羅蜜。

大品復次須菩提，分別簿量破壊一切法乃至微塵。是中不得堅実。以是義
一

故名般若波羅蜜。

復次善現，甚深般若波羅蜜多，分析諸法過極微量，寛不見有少実可

得，故名般若波羅蜜多。

二会
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三会復次善現,由此般若波羅蜜多,依勝義理分折(析)諸法乃至無有少分

可得，依此義故名為般若波羅蜜多。

ＰＶによれば「さらにまた，実にスブーティよ･最高の意味としてあらゆ

るものの実在性が不可分であるなら，実に般若波羅蜜多において，かれら

如来・阿羅漢・正等正覚者たちは，あらゆるものに対する限界ｐａｒａを認

知しない。その意味で般若波羅蜜多といわれるのである」となる。したが

って，この場合のｐａｒａは「この世」に対する「かの世，対岸」というより

｢究極的な到着点」あるいは,「限界」という意味であろう。勝義という立場

からみると，すべてはもともと不可分にして不壊（abhinna）なるものであ

る。その場合には迷いの存在や，そこから離脱した境涯という区別はない

のであるから，諸仏が完全な智慧によって到るべき目標としての悟り

(para）さえも認知しない。そのように〔認知するのが〕完全な智慧であると

いう。これは第二の解釈(parahgata)に基づきながら，さらにそれを超越し
図

ﾌﾟi二見解といえよう。

ところでＰＶとＡＤは，ＡＤに＊印を付した点を除いて大体等しく，文

法上の整合性という点ではＡＤよりもＰＶが依拠されるべきであろう。

一方，これとは異なりＰＶのチベットの二訳は内容がほぼ同じであり

(PTGはＰＶに対応するAbhisamayaの科文を付加するのみ)，ｐａｒａを対岸と

解釈している。つまり，「この世」から「かの世」への転生という意味であ

るとして，「再び輪廻すること」（yangkhorba）と翻訳したものであろう。

｢輪廻することが認められない」とは解脱することであり，それが般若波羅

蜜多の機能なのである。

漢四訳はこのｐａｒａに相当する語を欠く。また，ＰＶ・ＡＤにある“tais

tathEigatairarhadbhihsamyaksambuddhaih，,（彼ら如来・阿羅漢･正等

正覚者たちは)，あるいはＰＶのチベットニ訳（PKGPTG）の“chosde

dag，'（すべての者）というく動作主を欠く＞共通の相違はあるが，文脈上は

ＰＶ・ＡＤに近く，ＡＤＴとは完全に一致し，認知せずという般若波羅蜜多

の逆説的智慧を述べる。そして，勝義としてすべてが不可分である。この

ことを覚る仏智が般若波羅蜜多なのであるという。
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【３－４】第四の解釈〈antargata〉

PVapitukhalupunahsubhnteprajnapEiramitayamtathata

，ntargatabhUtakotirantargata，dharmadhaturantargatah●

tenocyateprajfiaparamiteti．

ＰＫＧｒａｂｂｙｏｒｇｚｈａｎｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，dide

bzhinnyidkyangchud，ｙａｎｇｄａｇｐａ，imtha,yangchud，chos

kyidbyingskyangchuddade，ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓ（20a）ｒａｂｋｙｉｐｈａ

ｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａｂ．

ＰＴＧｒａｂｂｙｏｒｇｚｈａｎｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，dir

debzhinnyidkyangchud，ｙａｎｇｄａｇｐａ'imtha,yangchud，

choskyidbyingskyangchuddade'ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａ

ｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａｂ．

ADapitukhalupunahsubhUteiha率prajnaparamitayamtathata●

antargatabhUtakotirantargat2I，dharmadhEiturantargatas,＊

tenarthenocyate率prajnaparamitety．

ＡＤＴｒａｂ，ｂｙｏｒｙａｎｇｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ，ｄｉｒｄｅ

ｂｚｈｉｎｎｙｉｄｋｙａｎｇｃｈｕｄｙａｎｇｄａｇｐａ'imtha，yangchud，chos

kyidbyingskyangchudpas,ｄｅ'ｉｐｈｙｉｒｓｈｅｓｒａｂｋｙｉｐｈａｒｏｌｔｕ

ｐｈｙｉｎｐａｚｈｅｓｂｙａｂ．

大品復次須菩提，諸法如法性実際。皆人般若波羅蜜中。以是義故名般若
一

波羅蜜。

放光真際法性及如，皆入般若波羅蜜中。是故言般若波羅蜜。

二会復次善現，此深般若波羅蜜多苞（包）含真如法界法性広説乃至不思
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議界，故名般若波羅蜜多。

復次善現，由此般若波羅蜜多，摂蔵真如法界法性広説乃至不思議界，

依此義故名為般若波羅蜜多。

三会

この章句は各本ともにほぼ同一である。便宜的にＡ、を訳すと，「さらに

またスブーティよ・実に般若波羅蜜多の中に，ものの実在性〔真如〕は包摂

されており，存在の極み〔実際〕は包摂されており，存在の構成要素〔法界〕

は包摂されている。その意味で般若波羅蜜多といわれるのである」となる。

真如，実際，法界などの実在を表わす概念はすべて般若波羅蜜多に属す

るものである。その意味で，般若波羅蜜多はすべての実在の別名ともいえ

る。『智度論』にて「智慧の完成はすべての智慧を包摂する。というのも，

菩薩が仏道を追求するに当たっては，すべての仏の教えを学び，すべての

仏の教えを学び,すべての智慧,すなわち声聞の智慧,胖支仏の智慧,仏の
００

智慧のすべてを獲得しなければならないからである｡」というよう1こ，この

広大にして無限なる智慧こそが「完全な智慧」であるというのがこの箇所

の解釈である。

【４】まとめ

以上，本稿は従来あまり検討されることのなかった四つの「prajria‐

paramitaの解釈」の説を，AD-PV系統(一万八千頌・二万五千頌般若経)の

諸本を資料として，比較検討した。

その四つとは主に，paramitaに視点を当てたもので，

①paramita（完成）の語義解釈として最も妥当なparama-parami‐

〔praptEi-〕（〔あらゆるものの中での〕最高の完全性〔を実現した〕）とするもの，

②歴史的に最も多く取られていた教理的解釈で，聖者たちがこの般若波

羅蜜によって，彼岸（悟りの領域）に到った（parangatfis）ということ，

③「〔限界paraが〕認知されない（nopalabdha)智｣，あるいは「〔すべてのも

のが勝義として〕不可分(abhinna）であることを明らかに覚る」仏智とい

う逆説的機能，

④「〔真如などを〕包摂する」（antargata）という論理的・空間的広がりを持
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ったものである。

これらはいずれも「智慧の完成」の属性についての規定であり，その中

で，①の解釈を文法上では最も重視すべきものとして詳論し，そのパラレ

ルを初期仏典と大乗経典の定型句に見いだした。さらにその意義を般若波

羅蜜多の宣言と見倣し，②のetymologicalな伝統的解釈と混同すべきで

はないことを指摘した。この①と②はparamitaに視点を当てた解釈であ

り，③と④とはprajfiaのはたらきを重視しつつ，①と②の解釈を補足す
るものであった。

これらの検討によって，従来ややもすれば暖昧であったprajriaparam‐

itａの概念に，多少なりとも経典に即した理解が行なわれる可能性を提供

できたと考える。

【注釈】

(1)渡辺章悟「プラジユニヤー（prajna）再考｣「東洋大学文学部紀要』(第49集・
印度哲学科篇・第２1号）1996.3,pp76-90．

(2)西義雄『原始仏教に於ける般若の研究』大倉精神文化研究所，１９５３（大東出
版社，１９７８再刊)；GenjyunH・Sasaki,!`Jnana，Ｐ｢ajna,Prajnaparamita,，,
ノリｚＪｍａノｑ／ｆｈｅＯ魂兀UZJ／ｍｓｔｊｍ蛇，ＶＯＬ１５，Ｎｏ．３－４１Ｍ．Ｓ・Universityof
Baroda，1966,ｐｐ、258-272；GCNayak，“PrajnaParamita：AUnique
lnsightintheMadhyamikaThought,''Ａｿ､zノロn1Zﾉｼﾞﾂ`fASPec応ｑ／Ｂ、‐

ｄｈｉｓｔＳ”djes，ProfessorP．Ｖ・BapatFelicitationVolume0SriSatguru
Publications：Delhi，１９８９，pp229-234．

なお，実質的に般若波羅蜜の意義を分析したものとして，梶芳光運「波羅蜜の
－考察」（『東の智慧西の思想｣智山勘学会，1987,pp314-335）を付加しておく。

(3)大正25,Ｎｏ．1509.655ｃ

(4)同，191a．

(5)同，190ａ

(6)UnlaiWogiharaed.，ＡｂｈｊＳａｍＺｙａｍｍﾉﾚ`７TZloAEzz，TOyOBunko：Tokyo，
１９３２（Repr.,Sankibo，1973),ｐ､23,（1.2-6.ハリパドラはここで次のように
注釈している。

ityevam-adi-sruta-cinta-bhavanamaya-jnAnodayakramenasarvakara、

jhanadhigamatparamprakar5a-paryantametltivigrhya，kvipisarva‐
pahariIope，nityamagama-sasanamityatuki，tatpuru5ekrtibahulam
ityalukicakarma-vibhaktelikrtahparamis，tad-bhavahparamita
prajriayadharma-pravicaya-lak5afiay2hparamitaplajhaparamita、
この部分は高度なvyakaranaの知識に基づいて論述されており，解釈は非常
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に困難である。また，この箇所に対応するチベット語訳も欠けているばかりで
なく，サンスクリットの伝承にも異なりがあり，それに拍車をかけている。こ
のことについては既に先学によって指摘されている。三枝充腰｢概説一ポサツ，

ハラミツ」（講座・大乗仏教第一巻「大乗仏教とはなにか』平川彰・梶山雄一・高崎直

道共縞，春秋社，1981,ppl43ff.）

（７）LouisdelaVal6ePoussined.，Mzd”α加α”-α”舷、，Bibliotheca

BuddhicaⅨ]OsnabrUck，1907（Repr､Tokyo),ｐ､３０．

（８）ここで引用される不規則なコンパウンドの規定は，以下のようなパーニニ・

スートラに相当する。prs・o-dara＝adi-n-iyath-o-pa-di5-1a-m/／（Ⅵ-3-
109)「プリショーダラ（＝斑点のある腹を持った）で始まる複合語は〔習得した話者
によって〕一般に教えられるように教示される｡｣(A9脚hJﾉﾋﾞZyJq/PtZ向”,ｅｄ

ｂｙＳｕｍｉｔｒａＭ，Katre，UniversityofTexasPress：Austin，１９８７，ｐ793．

結合語には明確な規則に従っていない多くの不規則なものがあるが，その代表
的な例として語幹末の子音が脱落するプリショーダラ（prSaduddarama-sya

＝p｢§･odara-）＜所有複合語（BahuvrihiCompound)＞があげられるのであ
る。注釈によれば，文字の脱落(省略)，prsodaraなどに見える音声変異とオー
グメントで，文法書に教えられていない考え方は賢者たちに通用している慣習

の範囲内で有効とされる。（Cf．ＴｿｔｅＡｓｍｄ伽ｎｙｆｑ／”"i城，ｅｄ・bySri6a
ChandraVasu，MotilalBanarsidass，１９８８，vol、２，ｐ、1241.）

（９）Ｒ・Hikata,Ｓ"uiAmZ"'＠DiAE泣豚Ｐｑ”1℃CﾉｌａＰｍﾉｿｶﾞ`Ｐａｍ””-s、ｍ，Kyz4sh2J
Uiziz'efsi奴Ｉ９５ａｐｘｆ

（10三枝充恩，前掲論文，ｐｐ､141-145．

（11）宮本正尊編『大乗仏教の成立史的研究』三省堂，1954,Ｐ272;Ｔ､Ｗ・Rhys

Davids＆Ｗ・Stede,ｍｊｊＥ'09"shDjCtm"mqy，London、１９２１－２５（Repr・in

lndial975),ｐ454．

（l，渡辺章悟「中央アジア出土の般若経断簡Ｉ－ＰＶ第六現観をめぐって－」「東

洋学研究｣，第３０号，1993,pp41-67,esp.,ｐ､44-45参照。
（l’ここの箇所はADPＶ系統の各類書とも大同小異なので，その中からＰＶを

引用した。

（10現存のＰＶは他の類本と較べるとおかしな文脈になっている。特に

agamana(到ることがない,不到）は，他の諸本がpapta(thobpa)「到る」とす
るのに対して逆である。agamanaは性的な不義・不法行為も意味するが，こ

こでは意味が通らない。仮にアオリスト（３pLa-gaman）では主語が理解でき

ないし，arthaが不可となる。またsarva-dharman（ｐＬＡｃ・であり，cerebral

ではない)ama-gamanaとしても，意味が理解できないので,一抹の疑問を残し
ながら上記本文のままの訳文にしておく。

０１Ｐ．Ｌ、Vaidyaed.，Ａｓｍｓﾋﾞｶﾞﾉ、sｱﾌﾞ極、Uﾉﾌﾞi`P[、z”jZZ，BuddhistSanskrit

TextsNo、４，theMithilalnstitute：Darbhanga，１９６０，ｐ、１０２．

００Ｔ・Ｋｉｍｕｒａｅｄ.，ルガｍＤｉｍｍｔ“ﾉ、s河極ＰｍｊｊｍＰ□ね”i趣Ⅳ，Sankibo：
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Tokyo,1990,ｐ1,J､20.:『大品』「遍歎品」第４４（T8,No.223,311c）に対
応する．

(17）大正２５，６４７a21．

(181同650a27-650b15.

09ＩＦ・Edgertoned.，ＢｍＺｄﾉｉｉｓｌＨｊ/ｂ７ｉＵＳＱ"sﾉｾｶﾞＺＤｊｃ"0"αひpNewHaven，
１９５３（Reprintedinlndia，1970),ｐ341．

(20）ＫｅｒｎａｎｄＢ・Nanjyoed.,SZzduIm向mPz(旗､７７ﾉmBibliothecaBuddhica
Vo１．１qOsnabrUck，1970．なお，漢訳は羅什訳『妙法蓮華経』（大正9,Ｎ｡、
262）による。

(２，〃｡“ｔｏｊ/ｔｅＳα“んα、､α”"4α河”Ｓｍ、,fascicleⅥ,ｅｄｂｙＥ・Ｅｊｉｍａｅｔ
ａＬ，１９８９，ｐ、５９１．

⑫藤田宏達『原始浄土思想の研究』岩波書店，1970,ppl82-182;藤田宏達訳

『梵文和訳無量寿経・阿弥陀経」法蔵館，1975,ｐｐｌ７８;KFujitaed.,７ｿｉｅ
ＬａｍｇＵγＳ世だ"”α"Uy2Zﾉiα，ｖｏｌ，１，Sankibo：Tokyo，1992,ｐｐ､11-16；Ｅ・

Lamottetrs.，ｊｍｓｅ`g71eｿ?Te"ｒｄｌｚＶｊ"uczZaﾉｾ、i，BibIiothequeduMus6on，

ｖｏＬ５１,Louvainl962,ｐ､９８;大鹿夷狄編「チベット文維摩経テキスト」『イ

ンド古典研究』１，成田山新勝寺1970,ｐ、146；ＫｅｒｎａｎｄＢＮａｎｊｙｏｅｄ，
ｓα血ﾉ､汀mPz`V(､１句iﾒB`2,BibIiothecaBuddhicaVollO,OsnabrUck,1970,ｐ
ＬＪＪ.6-9.

⑬この表現は以下のような般若経に等しく見られるものである。ＡＳＰ、１，ム7；

ＤＳｐ､９３，／、６;ＰＶｐ，４，J．５;SSBibliothecalndicaDNo、１００６，１９０２，ｐ４，

Ｊ．Ｌなお，最後の定型語句はチベット語訳『十万頌般若』では，ｓｅｍｓｋｙｉ
ｄｂａｎｇｔｈａｍｓｃａｄｌａ，ｐｈａｒｏｌｔｕｐｈｙｉｎｐａ０ｉｍｃｈｏｇｔｈｏｂｐａｓｈａｓｔａｇｓｔｅ

（SajUsZZhasｱｾﾞﾉｬﾛＲ,),「翻訳名義大集』では，ｓｅｍｓｋｙｉｄｂａｎｇｔｈａｍｓｃａｄｋｙｉ
ｄａｍｐａ､ｉｐｈａｒｏｌｔｕｓｏｎｂａｔｈｏｂｐａ(Mvy,、0.1088）「心を自由にはたら

かし得るあらゆる最高の能力を完成している」とする。

例Abhjsa沈ｑｙ`Jm1McCZmjo“,ed､byUWogihara,pp､10-11.

”｢律蔵』Iﾉﾌﾞｍｙ(zや“ﾉｾα1,p､183;、/V、,p､83;ＭＶｍ,p､4;ＳｊＭｍ,ｐ､
１６１;ＡﾉＶｂＬｐ、１４４etc・に見ることができる。

061大品系般若経では，「光讃経」「大般若波羅蜜多経』にのみ対応訳がある。「－
切想の無極に度するを得る」(一切想得度無極)「光讃」（T8,147a)；「心自在なる
第一究寛に至れり」（至心自在第一究寛)『大般若波羅蜜多経』第二会（T7,1b)。
古訳である『放光般若経』と「大品般若経』には欠けている。法華経では羅什訳
『妙法蓮華経』「皆是阿羅漢。諸漏已尽無復煩悩。逮得己利。尽諸有結。心得自
在」（大正９，１c）を見ると，この部分は簡潔に「心得自在」のみで,parama‐
parami-praptaに相当する訳語はない。ただし，竺法護訳『正法華經』（T９，６３

ａ）ではやや詳細になっていて，サンスクリットに対応する「一切由已硬度無

極」という記述がみられるので，系統の相違を考慮する必要もある。

⑰この対告衆の比丘の特質についての定型句は，上記の注⑫に見られるが，「股
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若経」には冒頭箇所ばかりではなく，本文中にも見られる。例えば『八千頌般

若』(八ｓ，Ｖａｉｄｙａｅｄ,ｐ､230）参照。そこでは阿聞如来の会座に集まった〔比

丘衆の特性〕とするように，さらに一般化されている。

伽この形はパーリ語や仏教混交梵語（BuddhishiHybridSanskrit）にある。

エジャトンによれば，paramgataは過去仏あるいは菩薩の名前として華厳経
に登場する。ただし，この格形は慣用やリズムに従って省略されることもある。

その省略されたparagataという形としてはジャイナ教の聖者であるtirtham

karaやブッダの異名としても用いられる。

側このetymologyを背景にしたマントラの解釈が，般若心経の呪に見られ

る。そこでは次のような構造になっている。

gategatepara-gatepara-samgatebodhi／ｓｖａｈａ

ｉｔｅｉｔｅｐａｒａｍｉｔｅｐａｒａｍｉｔｅｐｒａjfie

gateとｉｔｅが対応するが，以下同じようにpara-gateとparamite,para‐

samgateとparamite,bodhiとprajne（ともにＦｅｍ・ＳｇＶｏｃ・である）がそ
れぞれ対応する。これらの語は最後の｢悟り」（bodhi)，あるいは「悟りの智慧」

（prajna）に係って，「悟りよ」「智慧よ」と呼びかける（ＶＯＣ.）構造になってい
る。また,parami-,paramBは概して､gata，あるいはprapta‐と一緒になっ

て「完成する，達成する」という意味のコンパウンドとなるが，それも先のｅｔ‐

ymologyを予想させるものである。ｅｘ・paramimgata（ＳＰｐ、４５１，Ｌ５)；

paraml-prapto(ＳＰＰ３５，１．６)．

ＧＵＩしかし，この解釈にはtena-arthena(その意味で）という言葉が直結しない欠

点がある。そこで，これを先の解釈のようにetymologyとする別の見方を採

ってみたい。すなわち，このparam-itaのitａをｇａｔａと読み換え，paramita

を｢極限に(para、）なる（ita)」あるいは｢極限に(para、)広がった(gata)｣，

すなわち「区別できない」と解釈する。その場合，ｇａｔａがbimbarax

10,000,000という阿僧祇に次ぐ長大な時間の単位（｢千万の頻婆を迦他と名づけ，

迦他を過ぐるを阿僧紙と名づく」「大智度論』大正25,87a,ELamotte,ＬｅＴｍｉ随

ｄＣｍａＹｍｄＣＶ膠汀2J”SCZg己ｓｓｅｄｅﾉV‘gzZﾜ四P、,ＴｏｍｅｌＣｈａｐｔｒｅｓＩ－ＸＶ，

BibliothequeduMus6on，vol、１８，Louvain，１９４９：Ｒ６ｉｍｐｒ、１９６６，ｐ247）

であることを考慮すると，その数の余りの大きさに区別できない(abhinna）と

いう読み込みがあると見ることができる。そうすれば，「無限によって区別でき

ない」ことと「無限になる」ことが,語源解釈によって結ばれ,tena-arthenaが

意味を持つと考えるのである。

⑪大正２５，１９１a．

－１２５－


